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電
気
通
信
大
学
の
活
動
報
告

日
印
医
工
連
携

イ
ン
ド
農
村
部
の
眼
科
医
療
支
え

る

世
界
第
二
位
の
失
明
・
視
覚
障
害
大
国
で
あ
る
イ

ン
ド
。
特
に
農
村
部
で
は
、
小
児
の
弱
視
や
円
錐
角

膜
と
い
っ
た
深
刻
な
眼
疾
患
が
多
発
し
て
い
る
。
こ

の
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
電
気
通
信
大
学
は
科

学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト
州
ス
ラ
ト
県
の
眼
科
専
門
医
療
機
関
デ
ィ
ワ

リ
・
バ
検
眼
大
学
か
ら
10
名
の
若
手
教
職
員
を
招
へ

い
し
、
10
日
間
の
科
学
技
術
研
修
を
実
施
し
た
。

同
大
を
運
営
す
る
デ
ィ
ヴ
ヤ
ジ
ョ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス

ト
は
、
イ
ン
ド
農
村
部
の
医
療
ア
ク
セ
ス
改
善
に
取

り
組
む
慈
善
団
体
で
あ
る
。
マ
ン
ド
ヴ
ィ
地
区
に
設

立
さ
れ
た
同
財
団
の
病
院
は
、
周
辺
２
０
０
０
の

村
々
に
広
が
る
２
５
０
万
人
も
の
部
族
人
口
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
貧

困
層
へ
の
無
料
診
療
や
補
助
金
付
き
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
さ
ら
に
週
３
回
の
農
村
地
域
で
の
眼
科
検

診
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療

活
動
を
展
開
し
て
い
る
点
だ
。
皆
保
険
制
度
が
行
き

渡
ら
ず
、
未
だ
に
性
別
や
階
級
に
よ
る
差
別
が
根
強

く
残
る
農
村
部
に
お
い
て
は
、
医
療
関
係
者
が
地
域

の
学
校
や
集
会
所
に
直
接
出
向
い
て
行
う
無
償
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
研
修
に
は
、
こ
の
意
義
あ
る
地
域
活
動
を

常
日
頃
か
ら
実
施
し
て
い
る
多
様
な
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
た
。
助
教
授
４
名
、
研
究
助
手
２
名
、
チ
ュ
ー

タ
ー
２
名
に
加
え
、
管
理
者
２
名
（
自
己
資
金
招
へ

い
）
と
い
う
構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
た
学
び
が
実
現
し
た
。

本
研
修
の
特
徴
は
、
単
な
る
技
術
移
転
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
真
の
意
味
で
の
「
共
創
」
を
目
指
し
た
点

に
あ
る
。
電
通
大
が
北
里
大
と
共
同
で
開
発
し
た
小

児
弱
視
用
治
療
装
置
「
オ
ク
ル
パ
ッ
ド
」
の
イ
ン
ド

で
の
共
同
臨
床
試
験
で
は
、
農
村
部
で
の
使
用
に
お

い
て
従
来
の
眼
帯
療
法
と
比
較
し
て
治
療
効
果
の
有

意
な
向
上
が
確
認
さ
れ
た
。

「
イ
ン
ド
の
農
村
部
で
は
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
限
ら
れ
て
い
る
患
者
が
多
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
と
の
連
携
に
よ
る
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
あ

れ
ば
、
私
た
ち
の
無
料
診
療
キ
ャ
ン
プ
と
も
シ
ナ
ジ

ー
が
生
ま
れ
る
」
と
語
る
の
は
、
参
加
者
の
一
人
で

あ
る
眼
科
医
の
ウ
マ
・
シ
ュ
ロ
フ
助
教
授
だ
。
ま
た
、

研
究
助
手
の
ヤ
テ
ィ
ン
ク
マ
ー
ル
・
ミ
ス
ト
リ
氏
は

「
日
本
の
医
工
連
携
の
効
率
的
な
進
め
方
は
、
イ
ン

ド
の
医
療
機
器
開
発
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
」
と
評
価
す
る
。

若
手
教
員
の
ニ
デ
ィ
ベ
ン
・
プ
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
氏

は
「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
医
療
者
と
メ
ー
カ

ー
が
一
体
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
そ
れ
を
企
画
・
改
善
に
活

か
す
プ
ロ
セ
ス
。
こ
の
方
法
論
は
、

私
た
ち
が
行
う
地
域
密
着
型
の
医

療
活
動
に
も
応
用
で
き
る
」
と
指

摘
す
る
。
実
際
、
研
修
期
間
中
は

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
イ
ン

ド
の
伝
統
的
な
瞑
想
法
と
バ
イ
オ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
新
し
い
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ

な
ど
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
次
々

と
提
案
さ
れ
た
。

研
修
最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
ス
マ
ホ
に
搭
載
さ

れ
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
弱
視
の
早

期
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
や
、
Ｖ
Ｒ

／
Ａ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
新
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
ど
、

次
世
代
の
眼
科
医
療
を
見
据
え
た

提
案
が
相
次
い
だ
。
大
学
顧
問
の

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
421
回

＝
特
別
連
載
＝

石垣	陽
（電気通信大学
国際社会実装センター
特任教授）

日本の民間クリニックで最新の医療機器の説明を受ける招へい者

トプコン社で最先端の医療機器について説明を受ける招へい者
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ジ
グ
ネ
シ
ュ
ク
マ
ー
ル
・
パ
テ
ル
氏
は
「
こ
れ
ら
の

提
案
は
、
私
た
ち
が
目
指
す
農
村
部
の
医
療
ア
ク
セ

ス
改
善
に
直
接
貢
献
で
き
る
」
「
特
に
遠
隔
医
療
は

イ
ン
ド
政
府
も
推
進
し
て
お
り
、
日
本
よ
り
も
早
く

普
及
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

文
化
交
流
も
研
修
の
重
要
な
側
面
だ
っ
た
。
参
加

者
全
員
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
事

を
通
じ
た
相
互
理
解
も
深
ま
っ
た
。
「
日
本
の
精
進

料
理
に
は
、
私
た
ち
の
食
文
化
と
の
共
通
点
が
多

い
」
と
語
る
チ
ー
フ
管
理
者
の
ニ
キ
ル
ク
マ
ー
ル
・

メ
ー
タ
氏
の
言
葉
が
印
象
的
だ
。

本
研
修
の
成
果
は
、
既
に
具
体
的
な
形
と
な
っ
て

現
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ワ
リ
・
バ
検
眼
大
学
と
の
間
で

共
同
研
究
覚
書
の
締
結
が
決
定
し
、
２
０
２
５
年
か

ら
は
研
究
者
の
相
互
派
遣
も
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。

ま
た
、
国
際
産
学
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
医
療
機

器
「
オ
ク
ル
パ
ッ
ド
」
の
イ
ン
ド
で
の
現
地
生
産
に

向
け
た
検
討
も
始
ま
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
患
者

に
手
の
届
く
価
格
で
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
な
ど
、
よ
り
大
規
模
な
国
際
協
力

へ
の
発
展
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
特
に
、
イ
ン
ド

政
府
が
推
進
す
る
検
眼
士
の
倍
増
計
画
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）
へ
の
貢
献
は
重
要
な
課
題
だ
。
デ
ィ
ヴ
ヤ
ジ
ョ

テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
は
既
に
準
医
療
従
事
者
や
眼
科
医

の
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
本

研
修
で
培
わ
れ
た
知
見
は
、
こ
う
し
た
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

ス
ラ
ト
県
は
、
安
倍
晋
三
元
首
相
と
モ
デ
ィ
首
相

の
ト
ッ
プ
外
交
に
よ
り
実
現
し
た
新
幹
線
「
イ
ン
ド

高
速
鉄
道
」
の
建
設
が
進
む
工
業
地
域
に
位
置
す
る
。

本
研
修
を
通
じ
て
築
か
れ
た
絆
は
、
医
療
分
野
に
と

ど
ま
ら
な
い
日
印
協
力
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

視
覚
障
害
の
克
服
と
い
う
人
類
共
通
の
課
題
に
向

け
、
技
術
と
友
情
の
架
け
橋
を
築
い
た
10
日
間
。
そ

の
成
果
は
、
必
ず
や
両
国
の
、
そ
し
て
世
界
の
医
療

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
私

た
ち
は
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
国
際
交
流
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
日
目
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
研
究
環
境
理
解

目

的
：
日
本
の
研
究
開
発
環
境
と
設
備
へ
の
理
解

活

動
：
も
の
づ
く
り
拠
点
等
の
研
究
施
設
見
学
と

参
加
者
間
で
の
問
題
意
識
の
共
有
を
通
じ

て
、
今
後
の
研
修
の
方
向
性
を
定
め
る
。

２
日
目
：
先
端
技
術
と
の
対
話

目

的
：
最
新
の
医
工
連
携
技
術
の
可
能
性
探
求

活

動
：
医
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ａ
Ｉ
・
バ
イ

タ
ル
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
デ
モ
体
験
を
通

じ
て
、
イ
ン
ド
で
の
応
用
可
能
性
を
検
討

す
る
。

３
日
目
：
臨
床
現
場
で
の
学
び

目

的
：
日
本
の
最
新
眼
科
医
療
の
実
地
研
修

活

動
：
先
端
医
療
機
器
を
所
有
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
実
地
体
験
と
手
技
習
得
を
通
じ
て
、

イ
ン
ド
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
技
術
活

用
を
考
察
す
る
。

４
日
目
：
産
学
連
携
の
実
践

目

的
：
医
療
機
器
開
発
と
臨
床
応
用
の
理
解

活

動
：
大
手
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
大
学
病
院
で

の
実
地
研
修
を
通
じ
て
、
産
学
連
携
の
実

践
モ
デ
ル
を
学
ぶ
。

５
日
目
：
日
本
の
産
業
発
展
モ
デ
ル
学
習

目

的
：
持
続
可
能
な
医
療
産
業
発
展
の
考
察

活

動
：
大
手
メ
ー
カ
ー
に
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

発
展
史
と
日
印
文
化
交
流
の
歴
史
を
学
び
、

今
後
の
展
開
方
針
を
検
討
す
る
。

６
〜
７
日
目
：
最
新
研
究
手
法
の
習
得

目

的
：
脳
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
実
用
化
技
術
の

探
求

活

動
：
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
技
術
の
体
験
と

オ
ク
ル
パ
ッ
ド
の
製
造
工
程
学
習
を
通
じ

て
、
実
践
的
な
技
術
応
用
を
検
討
す
る
。

８
〜
９
日
目
：
知
見
の
統
合
と
発
信

目

的
：
研
修
成
果
の
集
約
と
将
来
構
想
の
具
体
化

活

動
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
課
題
を
整
理
し
、

具
体
的
な
技
術
・
人
材
交
流
計
画
と
し
て

ま
と
め
上
げ
る
。

電通大・北里大での共同研究ワークショップ




